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戦
争
と
記
憶

語
　
句

 

こ
の
文
章
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
次
の
言
葉
を
使
っ
て
、

短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。

異
動
（
一
七
二
・
上
3
）

懸
案
（
一
七
一
・
下
13
）

微
妙
（
一
七
〇
・
上
12
）

矯
正
（
一
六
七
・
下
8
）

空
缶�

林は
や
し

　
京き

ょ
う

子こ

内
容
理
解

こ
の
文
章
で
作
者
は
、
母
校
を
訪
れ
る
五
人
の
同
窓
生
の
思
い
出
話
を
つ
づ
り
、
彼
女
た
ち
に
、
彼
女
た
ち
の
、

現
在
に
至
る
戦
争
体
験
を
語
ら
せ
て
い
る
。
本
文
を
読
み
直
し
な
が
ら
、
空
欄
に
入
る
適
切
な
言
葉
を
補
っ
て
み

よ
う
。

1

投
下
か
ら
卒
業
ま
で
の
二
年
間
、
こ
の
校
舎
に
は
窓

ガ
ラ
ス
が
一
枚
も
な
か
っ
た
。

2

で
窓
枠
は
弓
な
り
に
曲
が
り
、
尖と

が

っ
た
ガ
ラ
ス
片
が

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
残
っ
て
い
た
。
目
隠
し
が
要
る
場
所
に
は
、
板

切
れ
が
打
ち
つ
け
て
あ
っ
た
。

3

の
年
の
十
月
、
生
徒
と
先
生
の
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。

原
と
大
木
は
、
兵
器
工
場
で
被
爆
し
、
こ
こ
に
重
態
の
体
を
横
た

え
た
。
何
十
人
か
の
女
学
生
は
、
こ
の
床
の
上
で
亡
く
な
る
。

父
母
た
ち
の
前
で
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
亡
く
な
っ
た
5

た

ち
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

被
爆
し
た
か
ど
う
か
で
、
結
び
つ
き
方
が
違
う
。
被
爆
し
て
い
な

い
私
は
、
6

大
会
の
情
景
が
7

に
浮
か
ん
だ
。

四
十
歳
を
過
ぎ
独
身
、
中
学
校
教
員
の
大
木
は
、
来
春
、
離
島
へ

の
赴
任
を
命
じ
ら
れ
、
原
爆
病
院
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
不
安
。

◇
廃
校
前
の
校
舎

・
コ
の
字
形
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
四
階
建
て
の
校
舎
。

・
窓
の
全
て
に
ガ
ラ
ス
が
入
り
、

　
よ
く
磨
い
て
あ
る
。

◇
講
堂
の
思
い
出

・
長
椅
子
や
机
、
ピ
ア
ノ
な
ど

　
道
具
類
や
舞
台
の
幕
は
運
び

　
出
さ
れ
て
い
る
。

・
4

に
向
か
っ
て
黙も

く

禱と
う

す
る
。

・
被
爆
者
で
は
な
い
西
田
の
述
懐
。

◇
被
爆
者
と
し
て
生
き
る
。

・
大
木
の
心
配

　
西
田
の
励
ま
し

思
い
出
・
今
の
感
慨

「
予
定
が
組
ま
れ
た
ら
進
ま
な
き
ゃ
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
生
き
る
っ
て
こ
と
」
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100

発
　
展

 

次
の
中
で
興
味
を
持
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
図
書
館
の

書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
て
み
よ

う
。

・
旧
制
の
高
等
女
学
校
と
は
、
ど
の
よ
う
な
学
校
だ
っ

た
の
か
。

・
婦
人
参
政
権
と
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
な
の
か
。

・「
兵
器
工
場
へ
の
動
員
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

主
　
題

こ
の
作
品
で
作
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
描
こ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
か
、
次
の
こ
と
に
着
目
し
て
、
百
字
程
度

で
ま
と
め
て
み
よ
う
。
　〈
着
目
点
：
被
曝
し
た
と
き
に
刺
さ
っ
た
ガ
ラ
ス
〉

島
原
で
小
学
校
教
師
を
し
て
い
る
き
ぬ
子
は
、
体
育
の
マ
ッ
ト
運

動
で
背
中
に
痛
み
を
感
じ
、
原
爆
の
時
に
さ
さ
っ
た
ガ
ラ
ス
か
と

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
、
ひ
と
つ
を
摘
出
し
た
。
入
院
し
て
幾
つ
か

あ
る
ガ
ラ
ス
を
抜
く
た
め
に
、
今
日
は
欠
席
し
た
。

被
爆
後
、両
親
を
即
死
で
失
い
、髪
の
毛
が
抜
け
て
坊
主
頭
に
な
っ

た
き
ぬ
子
は
、
8

に
つ
い
て
話
を
し
た
。

き
ぬ
子
は
、
兵
器
工
場
に
生
徒
に
つ
い
て
9

し
た
Ｔ
先

生
が
即
死
し
た
現
場
を
見
て
い
て
、
最
期
の
叫
び
を
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
心
の
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
先
生
を
焼
い
た
所

の
樫
の
木
の
根
を
叩
き
、
小
さ
な
叫
び
を
あ
げ
る
。
と
げ
を
さ
し

た
の
？
と
の
私
の
問
い
に
、「
ガ
ラ
ス
さ
」
と
答
え
た
。

四
、
五
年
前
、
背
中
か
ら
摘
出
し
た
ガ
ラ
ス
は
、
小
さ
な
ガ
ラ
ス
片

が
脂
肪
の
核
に
な
り
、
10

の
よ
う
に
包
み
込
ま
れ
て
い
た
。

空
缶
に
両
親
の
骨
を
入
れ
て
、
授
業
の
時
、
机
の
上
に
置
い
て
い
た
。

◇
ガ
ラ
ス

・
欠
席
の
き
ぬ
子
に
つ
い
て
の

　
大
木
の
説
明

・
言
論
大
会
の
き
ぬ
子

◇
Ｔ
先
生

・
私
は
き
ぬ
子
と
三
十
年
ぶ
り
に

　
Ｔ
先
生
の
墓
参
り
を
し
た
。

◇
教
室

・
大
木
の
背
中
か
ら
出
た
ガ
ラ
ス

・
き
ぬ
子
の
空
缶

あ
し
た
入
院
す
る
き
ぬ
子
の
背
中
か
ら
、
三
十
年
前
の
ガ
ラ
ス
片
は
、

何
個
出
て
き
て
、
ど
ん
な
光
を
放
つ
の
だ
ろ
う
か
。
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